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 2024 年 1 月 1 日に能登半島北部を震源とする能登半島地震（MJ7.6）が発生し、様々な大きな

災害が発生した。その 1つとして前回の本ワークショップにて、KDDIケーブルシップの藤原空氏

から日本海に展開されている海底ケーブルの故障に関する発表があった。海域で発生した地震に

起因した海底ケーブルの故障で想起される事象として有名なのは、1929年に大西洋ニューファン

ドランド島沖でのグランドバンクス地震（M7.2）により発生した海底地滑りによる破断である。

この事象では、地震によって大陸斜面で発生した地滑りが混濁流を発生させ、13時間以上にわた

って 350 海里（約 650km）以上流れ、28 カ所のケーブルを破断させたと推定されている（Heezen 

and Ewing, 1952）。それから 100 年近くが経ち、現在では海底ケーブルが世界中に非常に多く展

開されただけではなく、当然海域での地震も地球上のプレート境界域を中心にたくさん発生した

ので、地震が関連したとみられるケーブルの破断は地球上の至る所で確認されるようになった

（Pope et al. 2017）。日本周辺での地震起因と推定されているケーブル破断は、Pope et al. 

(2017)によると 1990～2015 年の間に 18 件あったとされていて、茨城沖～房総沖、紀伊半島沖、

父島沖のすべて太平洋側で生じている。 

日本海では、藤原（2024）が報告した以前に、（調べた範囲で）地震起因のケーブル破断が公

になった報告はなかった。その背景には、相対的に太平洋側より日本海側は大地震が少ないこと

に加え、海底ケーブルの展開も太平洋側より日本海側の方が少ないことによるのかもしれない。

しかし、日本海でも海底地滑りと見られる地形は多く確認されており（e.g. 森木・他, 2017）、

2007 年能登半島地震（MJ6.9）時には富山湾で観測された津波が海底地滑りによって生じたと指

摘されている（Abe et al. 2008）。この Abe et al. (2008)によって確認された現象は 2024 年能

登半島地震でも同じ富山湾で確認されており、Yanagisawa et al.(2024)は本震の震源時から約

50秒後に富山湾で海底地滑りが発生し、津波が生じたと推定している。さらに、富山湾での海底

地滑りは地震前後の海底地形データを用いた検討でも検証されており、ちょうど富山深海長谷の

最上流部（最も陸寄り）で生じた（Minami et al. 2024）。また、同様の地震前後の海底地形デ

ータによる検討から富山湾だけではなく、富山トラフの富山深海長谷付近で能登半島地震によっ

て生じた可能性のある海底地滑りが広範囲にわたって複数生じたことも報告されている（Minami 

and Kawamura,2025: Kasaya et al. 2025）。したがって、藤原（2024）によって報告された海底

ケーブルの故障が富山深海長谷付近で生じたことと合わせて考えると、能登半島地震での富山ト

ラフにおけるいずれかの海底地滑りによって生じた混濁流が富山深海長谷に沿って北へ流れ下り、

海底ケーブルの故障に影響した可能性が考えられる。 

そこで、これまで得られている海底ケーブルに関するデータを検討するとともに、今年 8 月に

本件とは別の研究目的で日本海にて実施された JAMSTEC「よこすか」による研究航海（Cruise 

ID: YK25-13）（Nakajima, 2025）と「新青丸」による研究航海（Cruise ID: KT-25-9）（佐川, 
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2025）にご協力いただき、回航時にデータ取得を依頼した。具体的には、富山深海長谷を横切る

約 15 km の測線を設定して、海底地形調査とサブボトムプロファイラー探査を行った（図）。こ

れらの測線のほとんどは2009年と2010年にJAMSTEC「かいれい」で実施した地震探査測線（野・

他, 2014）と同じ位置に設定したので、海底地形データに関しては地震前後の比較が可能である。

また、2024年 1月～2025年 1月にかけて JAMSTEC「白鳳丸」による能登半島地震の緊急調査航海

で取得された海底地形データ（Obara, 2024; Takahashi, 2024a; Park, 2024; Takahashi, 2024b; 

Takahashi, 2025）に関しても、2007 年と 2009 年において JAMSTEC「かいれい」で実施した地震

探査測線（No et al. 2009; 野・他, 2014）時に取得した海底地形データとの比較が可能なので、

本件の検討に使用している（図）。 

 以上をもとに、本発表では海底ケーブルの故障と能登半島地震による混濁流の関連について、

暫定的な検討結果を報告する。 
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図 今夏「よこすか」「新青丸」によって海底地

形データの取得が実施された測線（赤線）。黒

線が過去に「かいれい」で実施した地震探査測

線。橙線が昨年の白鳳丸緊急調査航海による海

底地形データと比較可能な測線。星印が 2024

年能登半島地震の本震。青線が富山深海長谷。

丸印は確認されている能登半島地震に関連した

可能性のある海底地滑りの位置（Minami et 

al. 2024; Minami and Kawamura, 2025; Kasaya 

et al. 2025）。 
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